
募集用資料

※１：作文の題名は自由です。　※2：応募作品は、本人が創作したもので未発表のものに限ります。

高校生及び中等教育学校生（後期課程） 最寄りの税務署

令和５年９月６日（水）必着締切り

テーマ
税の意義とその役割について、自分で考えたことや体験を通じて考えたこと、問題意識を持ったことなど、
自らの言葉で表現しているものであれば、何でも結構です。例えば ・・・

優秀作品には賞状と記念品を贈呈します。表　彰

１人１編応募点数 文字数 800字以上1,200字以内

発　表

著作権

優秀作品は、都道府県名・学校名・学年・氏名とともに国税庁ホームページや国税当局が作成する広報誌等に掲載するほか、
報道機関等に資料を提供するなど、広く発表します。
作品は返却しません。
作品の著作権は国税庁に帰属します。

※１：作文の冒頭には、「学校名・学年・氏名（ふりがな）・題名」を、末尾には、「応募者の住所」を記載してください。学校を通じて応募する場合は、住所の記載は
必要ありません。また、文字数には、「学校名・学年・氏名（ふりがな）・題名」及び「応募者の住所」は含みません。

※2：原稿用紙は、国税庁ホームページ「税の学習コーナー」（https://www.nta.go.jp/taxes/kids/sakubun/koko/r05/boshu.htm）に掲載して
いますので、ご利用ください。

※3：作文に応募いただいた方などを対象に、アンケートを実施いたしますので、回答にご協力くださいますようお願いします。

提出先応募資格

高校生の皆さん・指導に当たられている先生方へ
　「税に関する高校生の作文」は、次代を担う高校生の皆さんが、税を題材とした作文を書くことを通じて、税に対する関
心を一層深めていただきたいという趣旨で、昭和37年度から毎年実施しています。令和４年度は、全国1,424校から
148,050編の作文が寄せられ、その中から優秀作品を厳選し、国税庁長官賞12編のほか、国税局長賞、税務署長賞を贈呈
しました。
高校生の皆さんへ
　税の学習を通じて考えたことや、税に関するニュースについて考えたことなど、税の意義と役割について考えたことを自
らの言葉で表現してみませんか。たくさんのご応募をお待ちしています。
指導に当たられている先生方へ
　作文を応募した学校の先生方に実施したアンケート（平成29年度）によれば、「作文を書くことで生徒の税に対する理
解が深まった」と回答された方は、97.4％でした。この作文の趣旨をご理解いただき、生徒の皆さんが積極的に応募され
ますようご配慮をお願いいたします。
　なお、各税務署では税に関するビデオやパンフレットなども用意しています。これらの資料の貸出しや税務署見学、税務
署等の職員による租税教室の開催などを希望される場合は、最寄りの税務署までお気軽にご相談ください。

国税庁ホームページの
税の学習コーナーへ

国税庁ホームページの「税の学習コーナー」では、税についてもっと詳しく学びたいという生徒の皆さんや、
先生方が授業で税を取り上げるときに活用していただける資料・教材等を提供しています。

国税庁ホームページトップページ 税の学習コーナー

生徒の皆さんへ
税についてもっと詳しく
学びたいときに、こち
らの資料をご利用くだ
さい。

生徒の皆さんに「税の意
義・役割」について伝え
るための講師用マニュア
ルや租税教育の事例集
等を提供しています。

先生方へ

国税庁ホームページ
https://www.nta.go.jp

検索税の学習コーナー

個人情報の
使用について

税について
もっと知りたいときは…

応募に関する個人情報については、表彰のための連絡及び発表以外には使用しません。
また、国税当局と機密保持に関する契約を交わした委託業者等に作文の審査を委託する場合を除き、
第三者に開示することはありません。

（参考）財務省ホームページでも財政や税制の
資料等を提供しています。

https://www.mof.go.jp

税の意義と役割について考えたこと

国税庁ホームページ上部のグローバル
ナビゲーション（各種情報の入口）
「税の情報・手続・用紙」の「税の学習
コーナー」をクリック！

税に関する
高校生の作文募集

令和５年度 第62回

募集要項

●社会との関わりの中で自分が体験したことを通じて税について考えたこと ●税に関するニュースや身近な税の話題
について考えたこと ●これからの社会の在り方について税の観点から考えたこと ●税や財政等の学習を通じて考えた
こと ●国税庁ホームページの「税の学習コーナー」を見て考えたことなど　（例示にとらわれる必要はありません）


